火曜３限　現代教育論（丹野）
■教育の分類■

· 家庭教育

· 学校教育

· 社会教育

	
	家庭
	学校
	(大学)
	社会

	制度思想
	母子関係論
	学校制度
	大学改革
	生涯教育

	方法
	しつけ→おしつけ
	教育方法
	教授方法
	成人教育法※２

	心理
	幼児心理学
	学習心理学
	ｷｬﾝﾊﾟｽｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
	生涯発達

	評価
	発達の評価
	学力評価
	大学入試
	職業適性

	病理

	母子分離
早教育
	学校教育
の病理
	入試過競争
※１
	学歴主義




· １　センター試験の導入で緩和を図ろうとしたが、逆に過熱
· ２　企業内教育の実施など

■学校教育の病理■

· a.校則強化　b.いじめ　c.対教師暴力

①悪循環説

    ↓￣￣｜
a →b(c )→a
②エスカレート説

（受験のストレス）→b→c →a

                       ↑＿｜

③板ばさみ説

（非行）→c →a →b
■戦後教育の歴史■

	1960
1970
1979
　1980
　1990
2000
2005
	非行（第二次ブーム）

大学紛争

シラケナ内ゲバ

暴走族

乱塾・「落ちこぼれ」

非行（ツッパリ）

家庭内暴力

共通一次試験

非行・校内暴力
いじめ・自殺

偏差値体制

管理過剰

登校拒否

先輩後輩

オカルトブーム

新々宗教はじめ

援助交際

ナイフ事件

学級崩壊

「キレる」

児童虐待

スクールカウンセラー

学力低下


■管理体制の動き■

受験体制（学歴価値）
問題点：乱塾、家庭内暴力の発生
緩和↓　↑強化
学業不適応（非行価値）

問題点：非行、校内暴力の発生

ex.ゆとり教育→学力低下

―管理体制は常にこの両者の間で揺れ動いている。諸外国の場合でも同様。

■校内暴力■

1． 現象

Ａ．器物破損＜Ｂ．生徒間暴力＜Ｃ．対教師暴力　（Ｄ．体罰）

※Ｃの発生件数

1980年より非連続的急増、1983年にピーク。

事件のほとんどは公立中学校で発生。

Ex.1985年　青森で死亡事故　　　2000年　栃木県黒磯中で殺害事件
2． 経過
Ａ（school vandalism）

放置→破損、落書き→破壊　ex.ガラス、消火器、放火

Ｂ．校外非行集団との接触

　　　↓

　　（金品の強要→校内侵入）→抗争→※非行集団の結成→正常集団の中傷→

　　

　　→弱いものいじめ（80s～）→中間層の迎合（見て見ぬふり）→

　　→被害者の加害者化　ex.万引き

※メリット…他の生徒に対する優越感、いじめられない、教師に叱られない

　　　　　　（集団として結束するのが）楽しい

　脱落防止策…外見を変える

Ｃ．

規則への段階的批判→（各教員の指導の違い、不平等を理由に）合理化→

→公然化→授業妨害→衝動的対教師暴力→教師への挑発→計画的対教師暴力

3． 原因と対策

①外的誘因の増加　　　　　　　　　　　対策

中学の番長グループ　　　　　　　　　　(１)接触を絶つ…地域の連携

人、金↓　↑力、指導　　　　　　　　　　　　　　　　　オートバイの３ない運動

暴走族、地域のＯＢ　　　　　　　　　　(２)番長集団の解体

人、金↑　↓力　　　　　　　　　　　　(３)引継ぎ阻止…学年隔離政策など
暴力団、右翼的集団　…６・３・３・４制？

②内的誘因の増加

(1) 学業不振

ex.非行者の成績の分布
下位…78％　中位…21％　上位…1％

対策…「わかる授業」

２．自己評価の低さ

対策…肯定的自己像育成

3． 将来への展望の喪失

対策…進路指導、教育カウンセリング
③外的抑止力の低下

学校＝間接的抑止力

家庭＝「しつけ」（間接的抑止力）

69％…放任　7％…溺愛　4％…過干渉

対策
(1) 手口や対応の研究→マニュアル作り

(2) 毅然とした態度（体罰は逆効果）

(3) 家庭との連携

(4) 早期発見、早期指導（過度の管理教育になる可能性あり）

④内的抑止力の低下

規範意識の低下…自己中心性、自己顕示性の高まり

対策…個人指導

(1) 暴力否定宣言

(2) 民主的生徒会づくり

(3) 部活動の活性化

■体罰、管理教育■
	
	禁止論
	許容論

	形式的

(古典的)
	　　①

	　　　②


	現場的

(現代的)
	　　④

	　　　③


	①学校教育法第11条
「体罰×」「懲戒○」
人徒の人権侵害（→有名無実化）
②愛のムチ論
「スキンシップよりやや強度の外的刺激」
限定容認する国もあり


教師…inlocoparentis　→in the location of parents
…親に代わって暴力容認

しつけ委任論（親から）←中高生になると親の手に負えなくなるので

管理

制定→点検→罰則

　↑＿＿＿＿｜

90s～制定を厳しく

③非行対策

授業崩壊の対策

· 対教師暴力→正当防衛

· 生徒間暴力・いじめ→制止
· 規則違反
· 授業不成立←遅刻・おしゃべり・忘れ物
　　対教師暴力

　　非行不成立

　　　　↓　　　　⇒体罰によらない非行対策
　　　 体罰

　　　↓　　↓

　いじめ　　弱い教師への反抗
④a)倫理的要求

能重真作「ブリキの勲章」　×体罰　×放任

毅然とした態度

b)わかる授業
池上正道「非体罰宣言」　学級通信の発行、PTAとの連携
■いじめ（と教育社会学）■

１．統計　２．経過　３．原因　４．対策

１．（中学生の場合）

補導　0.04％ 1500人／500万人
学校の認知　1％　5万人／500万人

生徒の認知　40％　　※親の認知…15％

軽いいじめ　70％～86％(東大生の場合)

※東大生の場合

加害も被害も有り…23％　加害は有り…19％　被害は有り…19％　どちらもなし…38％

２．

①鞘当段階

反応の面白い、反応のない、レッテルを貼りやすい子供を標的に

②流動化の段階

悪意がこもる、からかって反応を面白がる

立場の入れ替わり…いじめる側⇔いじめられる側

集団の力学化、手口の悪質化

③固定化の段階

自分が被害者とならないよう加害者側にまわる

※森田洋司の調査

　　　　　　小　　　中

加害者…　　19％    20％

被害加害者…20％    8％

被害者…    16％    9％

観衆…      6％     16％

傍観者…    33％    44％

仲裁者…    7％     4％

いじめ件数…中学が最多

被害者減＝いじめの深刻化　　　※被害者の成績…上 22％　中 32％　下 46％

弱いものいじめ…レッテルの拡大　ex.まじめな子、教師の側につく子

集団への画一化への圧力＝あまり目立つと被害を受ける

　　　　　　　　　　　　　　　　Ex.転校生、帰国子女など

各国の対策の違い　日本…被害者に転校勧める

　　　　　　　　　イギリス…加害者に転校勧める

④手口の陰湿化
言い訳づくり（正当化）…教師に見つからないように

粗暴化、犯罪化

⑤非行化

性犯罪…中学校内部ではいじめとして取り扱われる

自殺　ex.1986年　中野富士見中学校

３．

①外的誘引の増加

非行集団の影響

②内的誘引の増加

生徒管理の行き過ぎ→生徒の不満

校内暴力→管理→生徒の欲求不満→いじめ（教師から隠れて）

③外的抑止力の低下

教師からの不可視性

仲裁者が出にくい　同調行動　集団無視

４．

(１)いじめの発見

ソシオメトリックテスト…生徒にアンケートをとってクラスの人脈図を作る

※プライバシーに関わるため、最近ではあまり実施せず

(２)いじめへの介入

ロールプレイ（役割劇）法

効果例：いじめられていた子が仲間に入った

いじめられていた子がいじめていた子を助ける

　　　　いじめられる側の気持ちを体験できる

(4) いじめの予防

専制リーダーといじめ（レヴィンの調査）

	
	方針
	仕事
	批評
	仕事量
	質
	

	専制型リーダー
	リーダーが決定
	リーダーが分担
	個人的
	同じ
	受動的
	

	民主型リーダー
	討議
	合議
	客観的
	
	積極的
	

	
	雰囲気
	
	

	
	弱いものいじめ（欲求不満）
	
	

	
	友好的（仲間意識強）
	
	

	
	
	
	


異年齢集団づくり（⇔同年齢集団）
・地域社会内でのつながり…弱者強者の違いが明確

　　　　　　　　　　　　　→年長者が競争の仲裁、弱者の保護

・文科省…きょうだいづくり←縦割りの集団

・部活動（⇔学年隔離政策）

■不登校■
１．類型　２．経過　３．原因　４．対応

１．7万人／300万人…一クラスに一人

長期欠席…経済的理由（不就学）　500人（中学校の場合）

　　　　　（宗教的理由）

　　　　　身体的理由　13000人

　　　　　「学校ぎらい」（心理的理由）←広義の不登校（登校拒否）

　　　　　　Ex.精神病…うつ病、統合失調症など

　　　　　　   怠学（非行型）

　　　　　　   神経症型…行きたいけど行けない

　　　　　　   　　　　　（狭義の不登校）

２．神経症型不登校の場合

1)身体症状を訴える（月曜日、学期明けなどに）

心気的な時期

2)暴力合理化の時期

　家庭内暴力、不登校に理屈をつける

　葛藤…登校強迫、登校不安（恐怖）　⇒暴力

3)怠惰、内閉の時期（＝引きこもり）

　暴力は減少、学校にも行かず、生活態度も悪化　ex.昼夜逆転

4)回復期

外出、登校開始

３，４

・家庭因…分離不安説

・性格因…自我独立の挫折

・学校因

　　↓

(1) 不登校児へのアンケート

子供同士の関係、学級の雰囲気、いじめ

(２)森田洋司の調査

　　1～2％　年50日以上欠席（＝長期欠席）

　　17％　経験有り（1～49日休）

　　25％　遅刻早退

　　67％　登校拒否感情

　　　　　　　　　　　　　　　　　対策
一次原因　学校状況　　　　　　　　　(１)学校状況の改善…いじめ対策、クラスの雰囲気
一次結果　　不登校

（二次原因）

　　　　　　家族…不安

　　　　　　本人…葛藤

　　　　　　学校…強迫（不安）

二次結果　　登校刺激　　　　　　　(２)登校刺激をやめる（特に神経症型の人は行かせな

（三次原因）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くてもよい）

三次結果　神経症症状…不安、心気　(３)カウンセリング…不安、葛藤の解消

暴力、引きこもり　(４)不登校の子のための場（クラス）

　　　　　　　　　　　夜間中学（もとは経済的に苦しい人のため）
　　　　　　　　　　　私塾「東京シューレ」

■神経症（不安障害）■

・外因性…脳に原因（←明確）、失語症、アルコール性健忘など

・内因性…おそらく脳に原因（←不明）、統合失調症、躁うつ病

・心因性…神経症、心身症

　　・フロイトの精神分析療法

　　・行動療法

1． 症状

a.パニック障害　b.恐怖症　c.強迫性障害　d.ヒステリー

a.不安発作（パニック障害）

　↓過呼吸発作（→心臓神経症）、苦悶感

　予期不安→空間恐怖、外出恐怖

b.①空間…高所恐怖、閉所恐怖、広場恐怖

　②物体…ばい菌恐怖、不潔恐怖、先端恐怖、動物恐怖

　③対人恐怖…赤面恐怖、自己視線恐怖（目つきが鋭い）、醜貌恐怖、自己臭恐怖

　　　↓

　　「半知り」（名前、顔は知っているが、話せない）がいちばん苦手、という人も有り

　　同年齢の人が苦手

　　3人の状況が苦手

　　雑談が苦手（雑談恐怖）

c.無意味な観念　ex.階段の数を数えないと気がすまない

　　　　　　　　　赤色が気になって仕方がない

　　　　　　　　　手を何度も洗う

※自覚しているが、意志に反して何度も繰り返す

抑えると強い不安
生活妨害的（一日一時間以上時間を費やすと強迫性障害）→学校は強迫性障害の場？

※適応的な面も有り　ex.洗浄強迫の人はコレラにかからなかった

　→行き過ぎると生活妨害

d.・転換症状…心の葛藤――転換―→身体症状

　　運動障害…失立、失歩、失声、運動麻痺
　　知覚障害…視力・聴力低下

　　×器質性障害　×詐病

・解離症状…一過性の人格解体

　　　　　　多重人格、全健忘、解離性健忘

フロイト

無意識（リピドー）←原初的エネルギー（性的欲求、破壊欲求）　快楽原理に従う

　↓　　　　　↓

外界へ放出　（超自我による）抑圧

『夢判断』の記述：夢＝隠れた願望の表現

不安障害…抑圧が強すぎること→欲求不満、リピドーが自我に操られる

症例：エリザベート　24歳　両足に痛み、失歩

姉が結婚して子供を出産した後、死亡→転換症状？
『ヒステリー研究』「症状には意味がある」

義兄への愛情を抑圧→神経症の症状

⇒抑圧された欲求を意識化することで症状を治す

アンナ・Ｏ　(21歳)　転換症状

(1) 右腕の麻痺

(２)言葉の障害

(３)視力の障害

催眠療法ＯＮ→病気の父親が時刻を聞いてきたが、涙で時計見えず→(３)

　　　　　　→泣き出し、悲しみを発散→ＯＦＦ(３)消失

　　　　ＯＮ→居眠り中に手を曲げて寝る→夢で黒い蛇にかまれる→(１)
　　　　　　　父が起きないように静かにする→(２)→恐怖を発散(１)(２)消失

外傷体験（苦痛）

→不安…身体部位との偶発的連合

　　　　情緒の抑圧　　　　　　　　　　⇒症状形成

→ヒステリー症状

　抑圧をとりやすくする（催眠）…外傷体験の再生

　　　　　　　　　　　　　　　　抑圧された情緒の発散（カタルシス）　⇒治療

→病状の消失　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（除反応）
精神分析療法、催眠法→自由連想法

フロイト→ユング→河合隼雄

　　　　→アートラー

■諸外国の教育制度■

学歴社会→入試過競争→教育病理

入試過競争になる要因を、諸外国の教育制度と比較しながら検討

―イギリス―

三分方式

・グラマー・スクール…中産階級

・テクニカル・スクール…技術者

・モダーン・スクール…労働者　　　　　　

⇒11歳より階級が決定、学校が階級を決定

大学では3年間専門科目を学ぶ、高校では教養を身につける

Ａレベル試験（≒センター試験）…合否が決定（大学独自の試験はなし）

Ｏレベル試験…16歳のときに受験

Ａレベル試験を受けられることは誉れあること←大学受験者は少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ex.首相が大学卒でないこともあり

階級社会…複線型教育制度⇔単線型教育制度　ex.日本

　　　　※進学率不変　　　↓

　　　　　　　　　　　　入試過競争（流動的社会を示す指標でもある）

―ドイツ―

すべて公立学校

・ギムナジウム→大学進学　25％
・レアール・シューレ（実科学校）  25％→
・ハウプト・シューレ（基幹学校）  50％→　義務職業教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（働きながら週2日は職業学校へ）

⇒ドイツにおける職業の重視

アビトゥーア（全国共通）…ギムナジウムの卒業試験。受かれば大学入学の資格を得られる。

待機期間

大学…平均7年→30歳頃まで自立できず

→大学が軽視されがち

―フランス―

60％の合格率

リセ（普通学校）→グランド・ゼコール（成績優秀な者だけ）

　　　　　　　　→大学

⇒英仏独は階級制度が残存

英仏独…資格試験、大学≠社会的成功、進学率不変、入試競争なし

日本…競争試験、大学＝社会的成功、進学率上昇、入試過競争

■大学入試■

…教育病理の原因ともなりうる

画一化と多様化

　　　　　　　　1940　　50　　60　　70　　80　　90　　2000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通一次　センター
共通テスト　　　　　　　　　　　　　　　　(79)---------(91)----------→
グルーピング         (45)-----------------------→(79)　　-------------------→
               　　　　　一期校　三月初旬          複数化

　　　　　　　　　　　　二期校　三月中旬　　　　　（前期、後期）

共通一次試験(79～)

目的１．尺度多元化による総合選択

　　　　↑＿　一次試験、二次試験

　　　　※アメリカの入試制度導入

　　　　各大学の試験なし、過去・現在・未来で評価

　　　　過去…内申書(Grade Point Average)、スポーツ、ボランティア

　　　　現在…学力テスト(ACHievement)

　　　　未来…進学適性検査(Scholastic Attitude Test)年数回実施、何度受けてもＯＫ

　　　　　　　ETS（大学連合体）が作成

　　　　人数比…私立4年制大学（ハーバードなど）　10%

　　　　　　　　公立４年制大学（州立大学）　50%

　　　　　　　　Open Admission(Community College、自由に入学できる)　40%

　　　　成績はあまり関係なし、一能一芸を重視

　　　　富豪を積極的に入学させる

　　　　様々な人種を入学させる…集団異質性→活気高

　　　　Admission Office…ＡＯ入試（専属スタッフが存在）

共通試験
英：Ａレベル試験　　独：アビトゥーア　仏：バカロレア

競争試験⇔資格試験

欧米では共通テストで大学の合否を決定

1979　・共通一次…画一化

　　　・個別二次…多様化　ex.小論文、面接の導入

現在は共通一次が生き残り、個別二次は形骸化

ex.宮城教育大学(1979)…太鼓たたき・民謡で教師に必要な表現力試す

　→学力の低い学生ばかりが集まる→四年後廃止

   医学部…面接と小論文のみ→翌年廃止

　　　　　　医師としての適正あり？

目的２．一期校、二期校の解消

二期校コンプレックス→ex.連合赤軍（横国大など）　あさま山荘事件

富士山型　から　　　八ヶ岳　　　の構想→ヒマラヤ型

（偏差値）　　（大学の個性重視）　　　　（超偏差値）

成績非公開→反対の声→公開

自己採点方式…公開・非公開の両面併せ持つ

しかし受験産業の介入により、公開に近くなり、大学の序列化、偏差値体制が進展

共通一次→×多元化→学力一元化→90年代　国公立離れ

↓　　　　→アラカルト方式（共通一次科目の選択制）…センター試験

×一回化→受験生離れ→私立の経済学部が人気に

　　　→受験機会複数化

　　　　Ａ方式／Ｂ方式

　　　　Ａ日程…西日本の大学、Ｂ日程…東日本の大学

　　　　→京大が反対（京大と東大に受かった人が皆東大に行ってしまうから）

　　　　　分離分割方式（前期／後期）の開始

■大学の一般教育（前期課程教育）■

＝教養教育…重視論、無用論に分かれる

様々な批判の的

①マスプロ教育…大人数の授業

②早く専門に…多くの学生が専門的知識を身につけたがる

③専門的すぎる、内容が断片的

④レベルが低すぎる、高校の学習内容の繰り返し

　　　重視論　　　　　　　　　　　　　　　　　　無用論

1918　旧制高校　　　　　　　　　　　　戦中　教養より実用的なことを重視

1945　戦後大学…米モデル　　　　　　　　　　専門教育へ傾倒

1968　大学紛争　　　　　　　　　　　　1991　大学の設置基準自由化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→教養学部消滅

(1)旧制高校

６・５・３・３制（欧モデル）

	大 ３年
	
	

	高 ３年
	
	

	中 ５年
	
	

	
	実業学校

３年
	

	
	
	高等小 ２年

	　　　　　　　　　小

　　　　　　　　　６年


複線型教育制度

旧制高校…ナンバースクール（一高～八高）など

「旧制高校は戦前の高校の最高傑作」

①外国語重視

②人文主義（デカルト、カント、ショーペンハウエルなど）理系の学生も履修

③全寮制教育…人格形成の場

④少人数教育、人格形成教育

問題点
・小規模

・エリート形成、支配階級（戦犯など）の養成

(2)新制大学…アメリカがモデル

６・３・３・４・院←・Academic School　マスターコース(２年)＋博士コース(３年)

　　　　　　↑　　　・Professional School　　Medical School→M.D.

        教養教育      専門職業教育          Low School→LLD

                                            Business School→MBA

ハーバード大学

・人文、社会、自然→批判力、統合力、方法論＝市民（反専門家）としての能力
・個人指導の充実

・図書館制度の充実

　　　　　米　　　戦前　　戦後

専門教育　５年　　３年　　２年

教養　　　４年　　３年　　２年

三分野均等必修の形骸化←単位得ることだけが目的に

cf.米…三分野の学習を通じて市民としての能力を得る
